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高
槻
市
に
は
芥
川
・

女
瀬
川
・
檜
尾
川
・
東

檜
尾
川
が
あ
り
ま
す
。

１
時
間
の
雨
量
が
50
ミ

リ
を
越
え
る
と
、
芥
川

や
水
無
瀬
川
、
檜
尾

川
・
東
檜
尾
川
な
ど

で
、
浸
水
被
害
が
出
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
大
阪
府
は

50
ミ
リ
で
芥
川
で
は
、

浸
水
面
積
は
17
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
６
０
８
人

が
被
害
に
あ
い
、
被
害

総
額
は
14
億
円
と
想

定
。
65
ミ
リ
に
な
る
と

さ
ら
に
被
害
は
拡
が

り
、
最
大
浸
水
面
積
は

４
３
９・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
４
万
５
５
２
７
人

が
被
害
に
あ
い
、
被
害

総
額
は
１
３
８
１
億
円

に
も
の
ぼ
る
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
女
瀬
川
で

も
４
０
４
人
が
被
害
に

あ
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
河
川
の
堤
防
は
お
お

　４月１８日、宮原たけし府議や宮本雄一郎市議らは高槻の地元の要求を実現するために上京し、わ
たなべ結さんなどと、政府交渉をしました。

河
川
の
老
朽
化
・
護
岸
修
理
な
ど
に
も
国
は
補
助
金
を
だ
す
べ
き
　

雇
用
促
進
住
宅
の
廃
止
に
つ
い
て

む
ね
、
40
～
50
年
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
２
０
１
４
年

末
現
在
、
護
岸
の
劣
化

や
流
水
な
ど
に
よ
り
、

河
床
の
土
砂
が
洗
い
流

さ
れ
て
い
て
、
改
修
さ

れ
て
い
な
い
の
が
70
箇

所
も
残
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
、
大
雨
に
な

れ
ば
水
害
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

高
槻
市
に
は
、
現

在
、
雇
用
促
進
住
宅

が
３
箇
所
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
政
府
は

２
０
１
５
年
の
閣
議
決

定
で
「
２
０
２
１
年
ま

で
に
雇
用
促
進
住
宅
を

全
廃
」
と
い
う
方
針
を

出
し
て
い
ま
す
。「
こ

れ
か
ら
先
ど
う
な
る
の

か
」
と
入
居
者
の
不
安

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
に
対
し
て
、「
現

在
入
居
し
て
い
る
人
た

ち
を
強
制
的
に
追
い
出

さ
な
い
こ
と
、
民
間
に

譲
渡
す
る
場
合
は
入
居

者
の
方
々
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
、条
件
と
す
る
こ
と
」

を
要
望
し
ま
し
た
。

　

国
の
国
会
答
弁
は

「
無
理
や
り
、
住
民
を

追
い
出
す
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
」「
住
民
が

困
ら
な
い
よ
う
に
す

る
」
と
あ
る
程
度
、
前

向
き
の
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
雇
用
促
進
住

宅
を
管
理
し
て
い
る

﹃
高
齢
・
障
害
・
求
職

者
雇
用
支
援
機
構
﹄
が

各
地
で
開
い
て
い
る

入
居
者
へ
の
説
明
会

で
は
、「
民
間
業
者
に

売
却
で
き
な
け
れ
ば
、

２
０
１
８
年
度
か
ら

２
０
１
９
年
度
の
間
に

退
去
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
厚
労
省
か
ら
は
今
回

の
交
渉
の
中
で
、
あ
ら

た
め
て
「
退
去
促
進
は

し
て
い
な
い
」
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
阪
府
内
で
は
す
で
に

昨
年
説
明
会
が
行
わ
れ

て
、
住
民
に
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
実
態
を
示

し
、﹃
機
構
﹄
に
通
知

みなさんの要望を国会へみなさんの要望を国会へ

　
し
か
し
、
こ
の
河
川

の
維
持
管
理
は
大
阪
府

の
単
独
費
用
で
行
わ

れ
、
国
の
補
助
は
い
っ

さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。
予

算
規
模
は
毎
年
、
約

60
億
円
で
す
が
、
そ
れ

で
も
た
り
ま
せ
ん
。

　
国
に
対
し
て
、
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
ま

し
た
。

を
出
す
な
ど
の
対
応
を

迫
っ
た
と
こ
ろ
、「
通

知
も
含
め
て
、
検
討
す

る
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
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市
は
Ｊ
Ｒ
を
芥
川
か

ら
茨
木
の
総
持
寺
新
駅

ま
で
高
架
化
す
る
事
業

の
勉
強
会
を
開
き
、
研

究
し
て
い
ま
す
。
京
阪

電
鉄
の
枚
方
か
ら
寝
屋

川
に
か
け
て
高
架
化
の

事
業
費
は
、
枚
方
市
域

だ
け
で
５
４
４
億
円
で

す
。
Ｊ
Ｒ
の
場
合
は
線

路
数
が
多
い
の
で
費
用

は
そ
れ
以
上
か
か
り
、

府
の
支
援
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、
高
槻
市
の

負
担
は
数
百
億
円
に
な

り
ま
す
。

事
業
費
は
数
百
億
の
見
込
み

市
財
政
や
市
民
の
暮
ら
し
を
考
え
た

施
策
の
検
討
を
求
め
ま
す

　
市
は
Ｊ
Ｒ
の
線
路
に

よ
っ
て
南
北
交
通
が
分

断
さ
れ
て
い
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
阪
急
富
田

駅
東
の
踏
切
の
方
が
南

北
分
断
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
す
。
市
の
提
案

に
対
し
、
３
月
15
日
の

都
市
環
境
委
員
会
で

は
、
富
田
の
街
づ
く
り

の
た
め
に
も
阪
急
富
田

駅
の
高
架
化
を
優
先
し

て
取
り
組
む
べ
き
と
の

意
見
が
出
る
な
ど
議
論

市
が
Ｊ
Ｒ
京
都
線
の
高
架
化
を
研
究

に
な
り
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
市
会
議
員
団

は
、
今
後
の
財
政
見
通

し
を
考
え
る
と
、
こ
の

事
業
を
す
す
め
る
こ
と

は
問
題
が
あ
る
と
主
張

し
て
い
ま
す
。
市
長
は

「
実
現
可
能
性
を
多
角

的
に
検
討
し
、
財
政
の

問
題
な
ど
様
々
な
課
題

を
、
議
会
で
意
見
交
換

し
た
い
」
と
表
明
し
ま

し
た
。

３
月
議
会
で
国
民
健
康
保
険
料
が
確
定

低
所
得
者
へ
の
値
上
げ
は
見
送
ら
れ
る

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化

国
・
府
に
制
度
改
善
を
求
め
ま
し
ょ
う

　
１
月
22
日
の
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会

で
市
は
、
年
間
収
入
が

98
万
円
以
下
の
世
帯
が

保
険
料
値
上
げ
に
な
る

提
案
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
国
保
運
営
協
議
会

の
答
申
に
は
「
低
所
得

者
へ
の
配
慮
」
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
３
月

議
会
に
提
案
さ
れ
た
国

民
健
康
保
険
料
は
、
低

所
得
者
へ
の
値
上
げ
の

提
案
は
見
送
ら
れ
ま
し

た
。

　
国
と
府
の
方
針
に
よ

り
、
２
０
１
８
年
度
か

ら
国
民
健
康
保
険
の
運

営
が
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
り
ま
す
。
財

源
で
あ
る
保
険
料
は
都

道
府
県
が
市
町
村
ご

と
の
標
準
保
険
料
を
示

し
、
こ
れ
を
参
考
に
各

市
町
村
で
保
険
料
を
決

定
し
ま
す
。
し
か
し
、

大
阪
府
は
府
下
で
計
算

式
を
統
一
し
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

さ
せ
な
い
方
針
で
、
そ

う
な
れ
ば
府
下
で
も
保

険
料
が
安
い
高
槻
市
は

大
幅
な
値
上
げ
に
な
り

ま
す
。

　

国
保
加
入
者
は
65

歳
以
上
の
単
身
世
帯
が

65
％
。
経
済
的
に
厳
し

い
状
況
で
す
。
大
阪
府

に
統
一
保
険
料
の
撤
回

を
求
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

６月 10日（金）

６月 14日（火）

６月 16日（木）

６月 17日（金）

６月 27日（月）

６月 28日（火）

本会議／提案理由説明

本会議／質疑、委員会付託

文教市民委員会

福祉企業委員会

都市環境委員会

総務消防委員会

本会議／採決、一般質問

本会議／一般質問

※いずれも午前10時開会です。
　ぜひ傍聴をお願いします

６月議会日程 要支援者が必要な介護を受けられるように
　国は要支援の人たちの介護サービスを保険からはずし、
自治体が実施する総合事業に移行するようにとしていま
す。
　高槻市では、来年４月から、介護保険の制度か総合事
業かに振り分けます。
　今までと同じサービスが受けられるのか、利用する費
用はどうなるのか、事業者にとっては報酬単価はどうな
るのか、これから決めていかなくてはなりません。引き続
き、今のサービスと同じサービスが受けられるように市
独自の基準が必要です。




